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明日の古河市を創る特別委員会報告
明日の古河市を創るため、古河市議会から針谷市長へ要望書を提出 !

　令和４年第１回古河市議会定例会最終日
（3月 18 日）の本会議において、青木委
員長から明日の古河市を創る特別委員会委
員長報告が行われ、同日、鈴木議長から針
谷市長へ要望書を手渡しました。

第 号71

〇 設置および目的
　　�　本委員会は、令和 2年第 1回古河市議会定例会（3月 19日）において、「華のある

都市（まち）古河」を実現し、「まちに活力、人に安心、魅力あふれる都市づくり」を
進めるための重点プロジェクトについて、議会においても調査・研究し、早期実現を執
行部へ提言することを目的に、委員８名で設置されました。

〇 調査項目
　　①各交流拠点の整備について　　　　②防災・減災体制の確立について
　　③（仮）南古河駅の設置について　　④筑西幹線道路の整備について
　　⑤公共施設の再配置について　　　　⑥その他

〇 活動経過
　　�　令和 2年 3月 19日の発足以来、全 13回の委員会、さらに現地視察 1回、講演会 1

回を実施するなど、各調査項目について調査・検討を重ね、各委員の意見を取りまとめ
ました。
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　市の面積のほぼ半分が浸水想定区域となり、人口の約半数がこの区域に居住する地域特性がある
ことから、次のとおり提言する。

①マイ・タイムラインに基づく早期避難の呼び掛けの徹底や、避難
所の機能向上。
②十間通りおよび中央運動公園通りの浸水解消や、浸水危険箇所へ
の早期対応。
③雨水幹線および貯留施設等整備に係る中期・長期計画を策定し、
優先順位に基づく整備。
④広域消防施設の再配置・見直しの中で、災害発生時の対策本部の
一端を担う消防本部の移転について、広域関係市町に要請。
⑤ネーミングライツ等の財源を活用した貯留施設整備の調査・検討。

２　防災・減災体制の確立について

提供：利根川上流河川事務所

令和元年 10月 台風第 19号の
際の利根川・渡良瀬川合流地点

議会本会議での委員長報告 感染防止対策を講じた現地視察

６つの調査項目について、次のとおり報告しました。

まちに活力、人に安心、魅力あふれる都市づくりを進めるために！

大型施設等の進出が期待される、
古河駅東部土地区画整理事業大街区

１　各交流拠点の整備について
　古河駅東部土地区画整理事業については、５．８ヘクタールの大街区処分が事業の成否を決める
だけでなく、古河市全体のまちづくりを進めるうえでも、喫緊に解決し、具現化しなければならな
い最重要課題として、次のとおり提言する。

　①�国県公共施設（茨城労働局・茨城県古河警察署）の移転計画が
決定しているが、新市建設計画では、文化交流拠点としての位
置付けがなされている。このため、公共施設群の集積をはじめ、
商業施設の誘致や古河体育館の跡地・親水公園・調整池等を活
用したアーバンスポーツの導入など、エンターテインメント性
を兼ね備えた複合的な土地活用を図り、人が集い賑わいを生む
空間づくりを進めるためのまちづくりビジョンの提示。

　②�公会堂の再建については、市の魅力度向上につながるよう古河
駅東部土地区画整理事業のみならず、周辺地域の一体的な整備・
推進。

　新たな産業拠点の形成については、カーボンニュートラルに向け
た産業界の動向等を的確に捉え、次のとおり提言する。

　①未来産業基盤強化プロジェクトを活用した早期の具現化。
　②水素ステーション整備に向けた、積極的な調査・検討。
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　新駅設置に向けては、人口減少による鉄道利用客の減少
など厳しい環境下にあるものの、既存集落の生活道路の整
備をはじめ、できることから手掛けていくという方針のも
と、次のとおり提言する。

　①�新駅設置の推進ならびに土地区画整理事業の合意形
成。

　②�民間活力による周辺整備と一体的に事業を推進するこ
とで、新駅設置だけでなく大堤交差点の渋滞解消など、
市の飛躍につながる新都市拠点の形成。

３　（仮）南古河駅の設置について

　全市的な都市計画道路網の見直しに合わせ、早急に東西交
通の充実を図る必要があるため、次のとおり提言する。

　①�筑西幹線道路の新４号国道以西の具体的なルートの決
定。

　②�朝夕の十間通りの渋滞緩和のため、中央運動公園通りま
での区間の早期事業化。

４　筑西幹線道路の整備について

整備が進む市道柳橋下大野線

　都心までのアクセスが1時間という古河市の立地条件や、開発ポテンシャルを最大限に引き出し、
民間の知恵やノウハウを活用した魅力あるまちづくりにより、賑わいの創出につながるような新し
いプロジェクトの提案と具現化。

６　その他（官民連携によるまちづくりの推進）

　中央公民館と周辺公民館等の機能を集約した古河市総和地域交流
センターの整備が進められているが、さらなる公共施設の再配置を
進めるため、次のとおり提言する。

　①�他施設についても必要性・有効性に応じて長寿命化（継続）や
複合化・多機能性（再編）を図ることを検討。

　　�建て替えにあたっては、ライフサイクルコスト低減を考慮し、
機能向上を図った設計。

　②�学校適正規模・適正配置計画については、義務教育学校も視野
に入れ、学校、家庭、地域との連携を図りながら、速やかに議
論を開始。

　③�超高齢社会において、健康寿命の延伸に寄与した健康体操やト
レーニングルームなどの機能拡充。

５　公共施設の再配置について

実施内容 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

基本計画

調査・設計

手続期間

建設工事

備品購入

古河市（仮称）総和地域交流センター基本計画策定委員会を設置し、基本計画策定委員会に
おける会議及びワーキング作業部会における検討を、計6回ずつ開催しました。

■ 基本計画策定の経過

令和3年8月1日から8月31日までの調査期間で、中央公民館、さくら館、ふれあい館、サーク
ル館の利用者から504件の回答をいただきました。

新市建設計画における「将来像」と第2次古河市総合計画における「めざすまちの姿」を実現する
ため、新たな地域交流センター整備に関する基本理念を定め、新施設の整備目的の達成を図ります。

(1)基本計画策定委員会における会議及びワーキング作業部会における検討

(2)計画策定に伴う施設利用者の意向調査の実施

※現在の中央公民館（敷地）は、新地域交流センターの駐車場として整備を行うため、令和8年度以降（新地域
交流センター完成後）に解体工事を進める予定です。

実施内容 概算費用 予定年度

調査・設計 153 百万円 令和4年度、令和5年度

建設工事 1,399 百万円 令和5年度、令和6年度、令和7年度

外構工事 200 百万円 令和7年度

備品購入 100 百万円 令和7年度

施設整備費の計 1,852 百万円（概算）

■ 整備スケジュール

■ 施設整備費の概算

※施設整備費については、あくまで計画時における概算のため、各年度の予算額を担保するものではありません。

以下のスケジュールを想定しています。

施設整備費の財源については、施設整備費の約7割を国が交付税により措置する有利な合併特
例債（起債）を活用し、市の財政への負担軽減を図ります。

整
備
目
的

地域文化の継承

最上位
計画 風格と希望に満ちた“いきいき古河” 華のある都市（まち）古河

新たな地域活力の創造

地域の魅力の向上

◆新市建設計画[将来像] ◆第2次古河市総合計画[めざすまちの姿]

令和4年（2022年）2月策定・発行
古河市 企画政策部 プロジェクト推進課
〒306-0291 茨城県古河市下大野2248番地
TEL 0280-92-3111（代表） FAX 0280-92-3088

生きがい
づくり

にぎわい
づくり

地域
づくり

基
本
理
念(

３
つ
の
づ
く
り)

利用者それぞれの活発な活動
により、生活の潤いや心の張
り合いが感じられるよう、地
域での様々な活動に対応でき
る空間を提供します。

誰もが訪れやすく、人を引き
寄せる魅力がある空間を提供
し、人と人との集いや出会い
による活発な連携、協働を生
み出します。

地域のランドマーク（目印）
となる施設を整備することで、
地域の文化に誇りを持ち、ま
た、新たな地域文化を創造す
る活動の拠点を形成します。
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■ 建設位置

新施設が完成するまでの中央公民館機能
の継続利用や、敷地の前面道路からの施設
の視認性、また、総和庁舎敷地を含めた敷
地全体の効率的な利用（一体利用）を勘案
した上で建設位置を選定しました。

隣地
山林

総和地域
交流センター

現在の中央公民館

隣地
山林

総和庁舎
第二庁舎

総和庁舎
第一庁舎

総和庁舎
第三庁舎

総和庁舎駐車場

-解体後に地域交流センターの
駐車場として整備予定-

0 50m

総和庁舎・中央公民館敷地（古河市下大野）

■ 基本的な考え方

参照：�古河市総和地域交流センター�
基本計画　－概要版－
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まとめ

　以上、6つの調査項目について個別具体的な提案を行ったが、各調査項目については、市
政の根幹に係わる重要項目との認識から相互に関連づけながら、短期あるいは中長期的な戦
略をもって取り組まなければならない。

　2025 年には、新生古河市が誕生して 20周年の節目の年を迎える。新たなステージに向
けては、古河駅東部土地区画整理事業の公共施設とエンターテインメント性等を融合した、
まちの賑わいを生む「街びらきビジョン」を早期に示し、残り 58億円の合併特例債を最大
限活用した、古河市全体への起爆剤となるプロジェクトの早期立ち上げを強く求める。

　また、市長には、この提言を受けて、中長期的な戦略ビジョンに基づき、持続可能な地域
社会の実現を目指し、ポストコロナを見据え、議会の意向も尊重しながら、その能力を十二
分に発揮していただきたい。

　最後に、古河市が「華のある都市（まち）古河」の実現に向け、輝かしい明日の古河市を
創っていくことを願い、報告とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和 4年 3月 18日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明日の古河市を創る特別委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委 員 長　　青木　和夫

議論を重ねた特別委員会の様子

明日の古河市を創る特別委員会
委 員 長　　　青　木　和　夫
副委員長　　　渡　邊　澄　夫
委　　員　　　鈴　木　　　務
委　　員　　　高　橋　秀　彰
委　　員　　　佐　藤　　　稔
委　　員　　　生　沼　　　繁
委　　員　　　落　合　康　之
委　　員　　　黒　川　輝　男
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